
静岡県島田市 

平成28年10月28日 



島田市の紹介① 

■旧東海道の宿場町 
 として栄えた、 
 由緒ある歴史 

自然・歴史・文化が融合した街 

■全国有数の茶産地の、 
 『おもてなしの心』を 
 大切にする文化 

■南アルプスを源に 
 する、大井川に育 
 まれた豊かな自然 

http://www.shimada.shizuoka.jp/ 
■島田市ホームページ 



島田市の紹介② 

■東西を結ぶ東名・新東名高速 
 道路、国道１号 
 
■南北を結ぶ国道473号 
 
■ＪＲ東海道線の駅が３ヶ所 
 
■空の玄関口、富士山静岡空港 
 が南に位置 

■交通結節点としての強みや、大 
 井川とその周辺の自然環境を活 
 かし、 
 『人と産業・文化の交流拠点 
   水と緑の健康都市 島田』 
 を目指す将来像としてまちづく 
 りを進めている。 

新東名高速道路 

東名高速道路 

国道１号 

富士山静岡空港 

国道473号 

ＪＲ東海 

大井川 

島田金谷IC 

吉田IC 

相良牧之原IC 

島田駅 
六合駅 

金谷駅 



島田市の紹介③ 

■平成17年に当時の島田市と金谷町が合併 
■次いで平成20年に川根町と合併 
 

⇒人口10万人規模の新島田市が誕生 

■人口    100,064人(H28.９月現在） 
■面積    315.70k㎡ (県内５番目） 
      ＊市域の2/3を森林が占め、  
       新東名より北は山間地 
■財政規模  約370億円 
■就業別人口 第１次産業   3,841人 
 (Ｈ22国調)  第２次産業 17,363人 
       第３次産業 28,252人 

■昨年、合併10周年を迎え、市民、行政、 
 市内企業などが一体となって島田市を盛 
 り上げていくため、 
 シティプロモーションの取組として、 

 『島田市緑茶化計画』 
 をスタートさせたところ 
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石風呂 
葛籠 峯 

明ヶ平 

栃下 

大和田 

前山 

久奈平 
八坂 

切山 

中部 

新東名高速道路 

鍋島 

旧川根町 

旧金谷町 
旧島田市 

伊久身 

初倉 

六合 

行政区域内（集落）で65歳以上の高齢者

が占める割合 

   … 50％以上 

   … 40％以上 

  



区分 保有状況 特記事項 

 
公共建築物 

276施設、663棟 
延床面積：約33万７千㎡ 

学校教育系施設：約44％ 
築年数30年以上の建物：約47％ 
（いずれも延床面積ベース） 

 
屋外公共施設 

62施設 
敷地面積：約82万４千㎡ 

大井川河川敷内のスポーツ施設などが該当 
維持管理費や利用状況が未整理 

 
プラント系施設 

11施設、36棟 
延床面積：約２万６千㎡ 

ごみ処理施設、斎場などが該当 
機械設備の修繕履歴の把握が未整理 

 
インフラ 
（主なもの） 

市道  

実延長：約1,138km 

照明灯：996基 

橋りょう 

    1,155箇所 

延 長：約8,500m 

上水道施設 

管きょ延長：345km 

市道  

 照明灯などの整備時期が不明 

 

橋りょう  

 昭和40年代から50年代前半にかけて 

 集中的に整備 

上水道施設 

 昭和50年代から60年代に整備された 

 ものがやや多い 

公共施設の保有状況 



島田市民会館 

■約1,500席の客席を備えた 
 大ホール 
■建築当時は近隣に類を見な 
 い規模のホールで、長年に 
 わたって市民に親しまれて 
 きた 

■昭和42年に建築された、 
 島田市民会館の外観 
■老朽化と耐震性の問題に 
 より、本年度解体 
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計画年度（今後40年間） 

将来更新・修繕費用
の年平均額 
62.9億円 

投資可能額 
の年平均額 
36.2億円 

将来更新・修繕費用
の累計額 

2,515億円 

投資可能額の
累計額 

1,445億円 

将来の見通し 

■平成28年から平成67年までの今後40年間の見通しを試算 
■投資可能額の約1.75倍の経費を要する見込み 
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計画年度（今後40年間） 

将来更新・修繕
費用の年平均額 

45.7億円 
投資可能額 
の年平均額 
36.2億円 

平準化が
必要 

投資可能額
の累計額 

1,445億円 

将来更新・修繕費用の累計額 
1,828億円 

将来の見通し（長寿命化後） 

■既存施設の長寿命化を図っても、施設総量の約21%の削減が必要 
■また、一定期間に集中する更新・修繕を平準化する必要がある 

削減目標 
約21％ 



志太３市による連携 

■歴史的なつながりが深く、以前から生活圏・経済圏が一つの地域 
■毎年１回、３市長による会談を開催、３市水平連携による課題解決 
 や地域活性化策について意見交換している 
■公共施設の再編などを見据え、まずは相互利用の連携について調査 
 研究を進めるため、志太３市地域プラットフォームを設置 

島田市 
藤枝市 

焼津市 



取組紹介 
②受付番号の表示ディスプレー ①雑誌スポンサー制度 

③くらしの便利帳 ④ホームページのバナー広告 



島田金谷IC周辺の開発整備① 

■産業活性化ゾーン 
・産業活性化機能や広域交流拠点機能 
 の整備・誘致を推進 
・「稼ぐ拠点」の核として交流人口の 
 拡大や地域雇用の場、新たな産業の 
 創出を目指す 

■地区の玄関ゾーン 
・官民４者の連携による、 

 『賑わい・交流拠点』 
 の整備・促進 
・ＳＬを活用した大井川流 
 域への観光客の誘致拠点 
・異なる交通機関の連結 



島田金谷IC周辺の開発整備② 

■大井川農業協同組合、大井川鐵道株式会社、中日本高速 
 道路株式会社、島田市の４者連携による賑わい・交流拠 
 点の整備 


